























ある｡ 私はこれまで何度かこの種の企画展などに参加 したことがあるが,必ず しも満足 し
たとは言えなかった｡これは展示に関する問題が大きく絡んでいるからである｡ ことに作








ルが生 じる｡ もっと分かり易 く言えば,例えばよくある話ではリーダー格がいるとしよう｡
世のしきたりに従い,その方を優先 したりしてまるで弱肉強食の世界となり,気弱な持ち




























用ア トリエで学生たちがヌー ドを前に制作 しているのが見える場所でもあった｡ しかしな
がらそこにいると誰も尋ねて来ず私は孤立 してしまいそうになった｡それで普段から普通






















































54 井 川 憧 亮
はマルセイユ時代に白い幾何学を編み出し,またこの時マスキングの技法で絵画性を生み
出したこともある｡ 今回試みていることは,これに近い作業ではないかと思ったことだ｡

























先生のア トリエが広々と構えてあった｡(写真⑩⑳)今回の彼女が企画 したタイ トルは,

















に仕立てること｡ 2,折 り紙の手法を利用 した布作品を展示することで日本的なイメージ




扉表側にもドアと同じように着彩 した｡(写真⑭) ドアと対極にし,その着彩 した扉を開
くとそのままの壁模様が見える｡
以上ここでまとめると表裏の関係で観客が ドアや扉を開閉することで作品が見えたり見
えなかったりする｡ また壁模様までが作品の一部に見えるようになる｡ 更に流 しには三角





































































た｡ こんなや り取 りをしている頃,校長 MICHAUD先生から校内のギャラリーを提供す
るとの通達が事務長を通 してあり,事務長から早速案内状 (DM)作 りの必要な原稿を提
出するよう催促 された｡
私の個展開催は7月でもう夏休みに入っていたが,案内状は美術学校主催で日本大使館
が後援 となった｡(写真⑮)展示場は天井の高 くて広い空間であった｡普段 この会場は学
生たちが美術展を定期的に行ったり,また卒業期の試験会場 ともなったりする｡ 私は個展












として停止 していたことである｡ 異国の人が見て素晴らしいと言っているのに,彼 らは
｢ここは展示場ですから｣の一点張 りだった｡それにこの柱の後ろは展示用の大 きなパネ
ルはあったが,学年末とあって薄暗い物置と化 していた｡いずれにしても変な外国人が駄々
こねているにふうに過 ぎなかったのだろう｡ 私が再度伝えても ｢あなたの作品の方に関心










註 2 Rencontresno2 Du15janvierau28f6vrier1993IJAVIGIEARTCOMTEMPORAIN;Yves
Reynier,AnneMichie,SeiryoIkawa,AnnePerrt,W.Dupont,Fr6d6ricDiMartino 尚,
図録 として同ギャラリーより "LAVIGIEARTCOMTEMPORAINcarnetdebord92/96"
(DIRECTIONARTISTQUE-COMMISSARIATIsabeleVialat-AlanWiliams)が発行さ
れた｡
